	[image: image1.png]


[image: image2.png]


[image: image3.jpg]


　　　　　　　　　　　　　              

　　　　　　　　       　　発行日・２００７年４月１６日

発行者・有志稲門会[Ｐ１２５]　 

　　 　　　会長　亀井禧精（昭３７政経）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	Ｐ１２５・創立１２５周年記念祝賀行動“長崎―早稲田大学１２５０キロウォークリレー”

	編集責任者　山口志朗（昭37政経）e-mail:shiro.y@wave.plala.or.jp fax/phone:03-5398-4060

　郵便番号179-0084　東京都練馬区氷川台2-7-27-210






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
















京都から滋賀へ　・・・アジア三大テナーを鑑賞　・・・


４月７日、高槻市から京都に入る。京都支部の幹事長、脇巌氏ら９人が高槻までわざわざ迎えに来てくれて、西国街道を北上する。大楠公の子別れの場で知られる桜井の駅を経て、山崎を通り、天王山を仰ぎ見る。久世橋で桂川を渡る。


脇氏はＰ１２５計画を早い時期から支持されてきた一人だが、２日前に岳父を亡くされたという。その不幸を越えて京都ウオークの実行を完遂して下さった強い意思に心から感謝したい。


　同夜、脇氏の企画によるステージオペラ公演｢日・中・韓アジア三大テナーの夕べ｣に招待される。長距離行の疲れも忘れ、熱演に酔った。感動した。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　８日は京阪神のウオークを終え、いよいよ滋賀県に入る。脇氏の先導で７人が蹴上のインクライン（琵琶湖の水を京の水道、発電用に引いた疎水）沿いを草津に向かう。


蹴上から山科を経て大津までの琵琶湖疎水沿いの桜が圧巻だった。疎水の流れと咲き零れる桜の取り合わせが見事。好天に恵まれたうえ、満開日にドンピシャリと合って、最高の花見となった。２０年分のサクラをいっぺんに見た思いである。














９日、１０日は草津、近江八幡、彦根と東海道と


別れ旧中山道の道を行く。道の左手に霞たなびく


琵琶湖と干拓地が見える。





１１日は彦根を出て岐阜県関ヶ原に入る日だ。米原を経て旧中山道・鳥居本宿を出た所で、一本道の向こうから中年のウオーカーが近づいてきて挨拶する、「Ｐ１２５でしょう、


知ってますよ」といわれてビックリ。インターネットで検索すれば、新聞記事からも情報が取れるし、Ｐ１２５のホームページにもアクセスしているという。ウオークリレーの


情報はすべて把握していて、この日、この場所で出会えることを想定して歩いてきたのだという。校友の富田紘氏だ、東京で再会することを約して分かれた。早稲田ウオーク万歳。
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桜満開のインクラインを行く
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